
年
、
鶴
峰
の

長
男
と
し
て

尻
海
に
生
ま

れ
、
名
を
直

伍
と
い
い
ま

し
た
。

　
東
京
美
術

学
校
（
現
東

京
藝
術
大

学
）
彫
刻
科

を
首
席
で
卒

に
思
い
を
は
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　
７
月
27
日
（
金
）
午
後

　
６
時
30
分
〜
午
後
８
時
30
分

※
小
雨
決
行
。

▽
場
所　
長
船
美
し
い
森
（
長
船

　
町
磯
上
３
０
７
６-

１
）

▽
講
師　
美
星
天
文
台
職
員

▽
参
加
費　
無
料

▽
定
員　
１
０
０
人

※
７
月
１
日
か
ら
受
付
開
始
。
先

　
着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

長
船
町
公
民
館

巻
の
九
十

　
か
つ
て
、
瀬
戸
内
市
邑
久
町
尻

海
に
は
、
井
上
家
と
い
う
彫
刻
一

家
が
あ
り
ま
し
た
。

　
も
と
も
と
、
井
上
家
は
廻
船
業

者
で
あ
っ
た
と
言
い
ま
す
が
、
明

治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
錦き

ん
か
い海
・

鶴か
く
ほ
う峰・仰ぎ
ょ
う
ざ
ん山
と
三
代
続
い
て
工
匠・

彫
刻
家
を
輩
出
し
ま
し
た
。

　
明
治
18
（
１
８
８
５
）
年
に
明

治
天
皇
が
中
国
地
方
を
巡
幸
し
た

際
に
は
、
錦
海
・
鶴
峰
の
作
品
が

買
い
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
高
い
評

価
を
受
け
ま
し
た
。

井
上
錦
海

　
錦
海
は
、文
化
12
（
１
８
１
５
）

年
、
児
島
郡
胸
上
（
現
在
の
玉
野

市
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
名
を

直
輔
、
の
ち
直
吾
（
直
吉
、
末
平

と
も
）
と
い
い
ま
し
た
。
叔
父

で
あ
る
井
上
佐
五
郎
の
養
子
と
な

り
、
尻
海
の
井
上
家
の
跡
を
継
ぎ

ま
し
た
。

　

工
匠
の
道
に
入
り
、
大
隅

流
・
柳
田
流
の
建
築
・
彫
刻
を
学

び
、
青
龍
亭
錦
海
、
幽
雪
斎
錦

海
と
名
乗
り
ま
し
た
。
明
治
25

（
１
８
９
２
）
年
没
。

井
上
鶴
峰

　
鶴
峰
は
、嘉
永
３
（
１
８
５
０
）

年
、
錦
海
の
長
男
と
し
て
尻
海
に

生
ま
れ
、名
を
幸
治（
幸
二
、幸
吉
、

幸
太
郎
と
も
）
と
い
い
ま
し
た
。

　

幼
少
の
こ
ろ
か
ら
父
に
師
事

し
、
彫
刻
に
優
れ
、
斬
新
な
意
匠

が
注
目
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。
社

寺
修
復
や
だ
ん
じ
り
、
机
・
花
台

な
ど
を
制
作
し
ま
し
た
。
大
正
８

（
１
９
１
７
）
年
没
。

井
上
仰
山

　
仰
山
は
、明
治
19
（
１
８
８
６
）

今月の月末図書整理日 （お休み） は、

　　7月 31 日（火）です。

■貸し出し ・ 問い合わせ先

　瀬戸内市立図書館　☎０８６９ - ２２ - ３７６１

　長船町公民館図書室　☎０８６９ - ２６ - ２５０１

　牛窓町公民館図書室　☎０８６９ - ３４ - ５６６３

　ＨＰ　http://lib.city.setouchi.lg.jp/index.htm

BooKs

　
本
め
す
す

  　　　   今月のお

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

中
央
公
民
館

 

わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

 

世
界
に
一
つ
の
お
も
ち
ゃ
作
り

　
７
月
の
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

（
邑
久
）
で
は
、
発
泡
ト
レ
ー
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
な
ど
の
身

近
な
材
料
を
使
っ
た
お
も
ち
ゃ
を

作
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
自
分
で
お

も
ち
ゃ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　
７
月
28
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
講
師　

せ
と
う
ち
お
も
ち
ゃ
の

　
病
院
の
皆
さ
ん

▽
定
員　
30
人

※
７
月
１
日
か
ら
受
付
開
始
。
先

　
着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

▽
参
加
費　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

中
央
公
民
館

日
本
語
に
は
、
な
ぜ
た
く
さ
ん
の
数
え
方
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
一
つ
一
つ
覚
え
る
の
は
面
倒
で
も
、

日
本
語
は
、
数
え
方
で
多
く
の
情
報
を
伝
え
て
い
ま

す
。
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
日
本
語
の
数
え
方
の
面
白
さ

が
わ
か
る
一
冊
。

数
え
方
で
み
が
く
日
本
語　

飯
田
朝
子
…
著　

筑
摩
書
房

大人になるヒント
中沢けい…著　メディアパル

 

瀬
戸
内
市
文
化
祭

 

親
睦
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

　
市
内
で
活
動
し
て
い
る
カ
ラ
オ

ケ
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
文
化
祭
カ

ラ
オ
ケ
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　
７
月
１
日
（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

※
文
化
祭
と
は
別
日
程
で
、
カ
ラ

　
オ
ケ
発
表
会
の
み
の
開
催
で
す
。

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
入
場
料　
無
料

　

　

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

中
央
公
民
館

 

わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

 

夏
の
星
空
を
観
察
し
よ
う

　
７
月
の
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

（
長
船
）
で
は
、「
星
座
ウ
オ
ッ
チ

ン
グ
」
と
し
て
、
星
空
観
察
を
行

い
ま
す
。

　
星
空
を
眺
め
て
、
天
体
や
宇
宙

 

わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

 

絵
画
教
室

　
８
月
の
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

（
邑
久
）
で
は
、
絵
画
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

▽
日
時　
８
月
５
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
定
員　
小
学
生
20
人

※
７
月
１
日
か
ら
受
付
開
始
。
先

　
着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

▽
参
加
費　
無
料

▽
持
ち
物　
筆
記
用
具
、
絵
の
具

　
セ
ッ
ト
や
ク
レ
パ
ス

 

尻
海
が
生
ん
だ
彫
刻
一
家

井
上
家
三
代

（
錦
海
・
鶴
峰
・
仰
山
）

ま
な
び
の
部
屋

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

健
康
ラ
イ
フ

中学生の頃は、「世界と出会う時代」。どんな風に人は自分
の生きている世界と出会うのか、著者が自身の体験をもと
にわかりやすく説明します。中学生の皆さんだけでなく、
既に大人になった皆さんも、自分と現代の若者の共通点が
発見でき、大人である自分を見つめ直すことができます。

鶴
峰
作
で
、
源

み
な
も
と
の
よ
り
ま
さ

頼
政
の
鵺ぬ

え

退
治
が

主
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

東ひ
が
し
ち
ょ
う
町
だ
ん
じ
り
（
写
真
③
）
も

鶴
峰
作
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
牛
窓
だ
ん
じ

り
の
う
ち
沖
だ
ん
じ
り
を
、
津
山

だ
ん
じ
り
の
う
ち
の
４
台
を
手
掛

け
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
備
前
福
岡
郷
土
館
に
は

仰
山
作
の「
平
井
武
策
翁
像
」（
写

真
④
）
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
瀬
戸
内
市
が
生
ん
だ
匠た

く
み

の
作
品

を
、
大
切
に
伝
え
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

【
参
考
文
献
】

『
邑
久
町
人
物
誌
』『
邑
久
町
史
文

化
財
編
』『
牛
窓
町
史
民
俗
編
』『
津

山
の
祭
り
と
だ
ん
じ
り
』

業
し
た
あ
と
帰
郷
し
、
父
の
元

で
仏
像
や
茶
道
具
な
ど
を
手
掛

け
た
ほ
か
、
備
前
焼
の
置
物
制

作
を
指
導
し
ま
し
た
。
昭
和
40

（
１
９
６
５
）
年
没
。

井
上
家
の
作
品

　
錦
海
・
鶴
峰
は
、
だ
ん
じ
り
彫

刻
を
各
地
で
手
掛
け
ま
し
た
。

　

地
元
尻
海
の
だ
ん
じ
り
彫
刻

は
、
裏
面
に
錦
海
・
鶴
峰
の
銘
や

制
作
年
代
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い

る
た
め
、
資
料
と
し
て
も
非
常
に

貴
重
な
も
の
で
す
。
西に
し

町ち
ょ
う

だ
ん
じ

り
（
写
真
①
）
は
錦
海
作
で
、
鳳

凰
な
ど
が
刻
さ
れ
て
い
ま
す
。
市い
ち

場ば

町ち
ょ
う

だ
ん
じ
り
（
写
真
②
）
は

③

②

①

④

天の川（イメージ）
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